
�．はじめに
本文献リスト・シリーズでは，１９８９年ま

では「集中的グループ経験」「集団精神療

法」のリストは別々に作成されているが，

１９９０年からは２つのジャンルは一緒に収録

されている．以下にこれまでのリストを示

す．

●「集中的グループ経験」に関する文献リ

スト（～１９８９）

（１）野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（～１９６９）―付：グループ関係者（団

体）名簿〔１９８２年１２月現在〕 福岡大

学人文論叢，１４（４），１４５７―１４７９．

（２）野島一彦 １９８０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９７０～１９８０） 九州大学教育学部心理

教育相談室紀要，６，６９―９３．

（３）野島一彦 １９８２ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８１）―付：同リスト〔１９７０～１９８０〕

の追録 九州大学心理臨床研究，１，

８７―９５．

（４）野島一彦 １９８３ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８２）―付：同リスト〔１９７０～１９８１〕

の追録九州大学心理臨床研究，２，１０７

―１１５．

（５）野島一彦 １９８４ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８３）―付：同リスト〔～１９８２〕の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８３年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１５（４），１４７９―１５１５．

（６）野島一彦 １９８５ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８４）―付：同リスト〔～１９８３］の

追録およびグループ関係者（団体）名

簿〔１９８４年１２月現在〕 福岡大学人文

論叢，１６（４），１５２７―１５６３．

（７）野島一彦 １９８６ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８５）―付：同リスト〔～１９８４〕の

追録 福岡大学人文論叢，１７（４），７７５

―７９０．

（８）野島一彦 １９８７ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８６）―付：同リスト〔～１９８５〕の

追録 福岡大学人文論叢，１８（４），９０１

―９１４．

わが国の「集中的グループ経験」と「集団精神療法」
に関する文献リスト（２０１６）
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（９）野島一彦 １９８８ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８７）―付：同リスト〔～１９８６〕の

追録 福岡大学人文論叢，１９（４），９８１

―９９４．

（１０）野島一彦 １９８９ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８８）―付：同リスト〔～１９８７〕の

追録 福岡大字人文論叢，２０（４），１３９１

―１４１１．

（１１）野島一彦 １９９０ わが国の「集中的

グループ経験」に関する文献リスト

（１９８９）―付：同リスト〔～１９８８〕の

追録 福岡大学人文論叢，２１（４），１６６９

―１６８７．

●「集団精神療法」に関する文献リスト

（～１９８９）

（１）野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―その�：単行本，研究論文
福岡大学人文論叢，２３（２），５０１―５３３．

（２）野島一彦 １９９１ わが国の「集団精

神療法」に関する文献リスト（～

１９８９）―その�：学会発表，翻訳，書
評，海外文献紹介 福岡大学人文論

叢，２３（３），８０１―８３２

●「集中的グループ経験」と「集団精神療

法」に関する文献リスト（１９９０～）

（１）野島一彦 １９９１ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９０） 福岡大学

人文論叢，２２（４），１１１５―１１４７．

（２）野島一彦 １９９２ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９１） 福岡大学

人文論叢，２３（４），１０８７―１１２４．

（３）野島一彦 １９９３ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９２） 福岡大学

人文論叢，２４（４），１３４３―１３８２．

（４）野島一彦 １９９４ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９３） 福岡大学

人文論叢，２５（４），１８０５―１８３４．

（５）野島一彦 １９９５ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９４） 福岡大学

人文論叢，２６（４），１８０９―１８３４．

（６）野島一彦 １９９６ わが国の「集中的

グループ経験」と「集団精神療法」に

関する文献リスト（１９９５） 福岡大学

人文論叢，２７（４），２０４９―２０７４．

（７）野島一彦・坂中正義 １９９７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９６）

九州大学心理臨床研究，１６，８１―９９．

（８）野島一彦・坂中正義 １９９８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９７）

九州大学心理臨床研究，１７，９９―１１２．

（９）野島一彦・坂中正義 １９９９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９８）

九州大学心理臨床研究，１８，１３５―１５０．

（１０）野島一彦・坂中正義 ２０００ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（１９９９）

九州大学心理臨床研究，１９，１０３―１２０．

（１１）野島一彦・坂中正義 ２００１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精
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神療法」に関する文献リスト（２０００）

九州大学心理臨床研究，２０，１０３―１２０．

（１２）野島一彦・坂中正義 ２００２ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００１）

九州大学心理臨床研究，２１，１５１―１６８．

（１３）野島一彦・坂中正義 ２００３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００２）

九州大学心理臨床研究，２２，２０７―２２３．

（１４）野島一彦・坂中正義 ２００４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００３）

九州大学心理臨床研究，２３，１３１―１４３．

（１５）野島一彦・坂中正義 ２００５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００４）

九州大学心理臨床研究，２４，１１７―１２８．

（１６）野島一彦・坂中正義 ２００６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００５）

九州大学心理臨床研究，２５，１３７―１５３．

（１７）野島一彦・坂中正義 ２００７ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００６）

九州大学心理臨床研究，２６，２５１―２６８．

（１８）野島一彦・坂中正義 ２００８ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００７）

九州大学心理臨床研究，２７，１３７―１５２．

（１９）野島一彦・坂中正義 ２００９ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００８）

九州大学心理臨床研究，２８，１６５―１７９．

（２０）野島一彦・坂中正義 ２０１０ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２００９）

九州大学総合臨床心理研究，２，１０１―

１２１．

（２１）野島一彦・坂中正義 ２０１１ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１０）

九州大学総合臨床心理研究，３，１８５―

１９８．

（２２）野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１１）

九州大学総合臨床心理研究，４，１４３―

１６２．

（２３）野島一彦・坂中正義 ２０１３ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１２）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，９，３―１８．

（２４）野島一彦・坂中正義 ２０１４ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１３）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１０，３―２５．

（２５）野島一彦・坂中正義 ２０１５ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１４）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１１，５―２３．

（２６）野島一彦・坂中正義 ２０１６ わが国

の「集中的グループ経験」と「集団精

神療法」に関する文献リスト（２０１５）

跡見学園女子大学附属心理教育相談所

紀要，１２，３―２３．

今回のリストは，「集中的グループ経

験」と「集団精神療法」の２０１６年（１月～
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１２月）の文献を収録している．また，これ

までのリストにもれたものを追録という形

で収録している．

第�部：「集中的グループ経験」

「集中的グループ経験」には，感受性訓

練（ST），Tグループ，ラボトリー・ト

レーニング，グループ・カウンセリング，

健康増進セミナー，自己発見のための合宿

セミナー，自己との出会いのためのグルー

プ合宿，エンカウンター・グループ，グ

ループ・アプローチ，Lグループ，IPR，

CST，行動集団カウンセリング，ゲシュタ

ルト療法，交流分析等が含まれる．主に

＜成長＞，＜訓練＞を目的とするグループ

である．

２０１６年の概況は次のようである．単行本

は，発行されなかった．研究論文は，１２本

で前年より増加した．学会発表（口頭発

表）は，日本人間性心理学会で１５本，日本

心理臨床学会で２７本，日本カウンセリング

学会で１４本，日本教育心理学会で４本，で

前年より増加した．翻訳（単行本）は，発

行されなかった．

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．荒井美音里 ２０１６ 大学の授業におけ

る半構成的エンカウンター・グループの

事例研究 跡見学園女子大学文学部臨床

心理学科紀要，４，３９―５０．

２．金子周平 ２０１６ 人間性心理学におけ

るグループ実践家のトレーニング─序論

─ 人間性心理学研究，３４（１），７３―７９．

３．鹿子田睦月 ２０１６ ベーシック・エン

カウンター・グループ体験の報告と考察

跡見学園女子大学文学部臨床心理学科紀

要，４，２９―３７．

４．倉戸ヨシヤ ２０１６ 人間性心理学にお

けるグループ実践家のトレーニング─ゲ

シュタルト療法を志す専門家育成の経験

から─ 人間性心理学研究，３４（１），８５―

９３．

５．松本 剛 ２０１６ ベーシック・エンカ

ウンター・グループのファシリテーター

研修 人間性心理学研究，３４（１），９５―

１０１．

６．宮崎圭子・齋藤悠里他 ２０１６ キャリ

ア発達をテーマにしたサイコエデュケー

ショナル・グループの効果検討～大学職

員と通信制大学生との比較～ 跡見学園

女子大学附属心理教育相談所紀要，１２，

３９―４７．

７．中村和彦 ２０１６ Tグループにおける

トレーナー・トレーニングと次世代実践

家の養成 人間性心理学研究，３４（１），

１０３―１０８．

８．野島一彦 ２０１６ 心理ミーティングと

エンカウンター・グループの比較検討

跡見学園女子大学附属心理教育相談所紀

要，１２，２５―２８．

９．野島一彦 ２０１６ 大学院教育における

エンカウンター・グループのファシリ

テーター養成 人間性心理学研究，３４

（１），８１―８４．

１０．野島一彦・下田節夫他 ２０１６ 野島の

３７年前のエンカウンター・グループ事例

の検討 跡見学園女子大学文学部臨床心

理学科紀要，４，１０５―１１１．
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１１．下田節夫 ２０１６ グループから学んで

─ベイシック・エンカウンター・グルー

プで起きることとスタッフのあり方につ

いて─ 人間性心理学研究，３４（１），１０９

―１２０．

１２．杉浦崇仁・吉野 薫他 ２０１６「PCA

グループ」及び「PCAGIP法」に関する

文献リスト（２０１５） 東亜臨床心理学研

究，１５，１３３―１４０．

C．学会発表

１．相原 誠・木村太一他 ２０１６ 教育現

場におけるPCAGのファシリテーション

に関する一考察 日本人間性心理学会第

３５回大会プログラム・発表論文集，５８―

５９．

２．荒木史代・窪田由紀 ２０１６ 小学校に

おける心理教育の継続効果─中学校進学

者対象のフォローアップ調査の結果から

─ 日本心理臨床学会第３５回大会発表論

文集，５８３．

３．荒嶋千佳・山口豊一 ２０１６ 中学生に

対するソーシャルスキル・トレーニング

の実践的研究 日本心理臨床学会第３５回

大会発表論文集，５８０．

４．藤川 麗・石津和子 ２０１６ 育児スト

レス予防プログラム開発の試み─心理的

柔軟性に焦点をあてて─ 日本心理臨床

学会第３５回大会発表論文集，３８５．

５．藤原和政・河村茂雄 ２０１６ 保育士養

成校におけるSSTの効果を高める要因の

検討 日本カウンセリング学会第４９回大

会プログラム，４３．

６．太幡直也・小川一美他 ２０１６ 社会的

スキルトレーニングの成果を高める要因

の検討（２）─トレーニング回数による比

較─ 日本教育心理学会第５８回総会．

７．原田恵理子・渡辺弥生他 ２０１６ 児童

生徒のコミュニケーション・トラブルの

予防に向けて（３）─SSTによるいじめの

抑制に関する効果の検討─ 日本教育心

理学会第５８回総会．

８．橋下素美子・中村恵子他 ２０１６ 対人

関係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８６）─学校での担任のはたらきかけによ

る子ども評価の変容─ 日本カウンセリ

ング学会第４９回大会プログラム，４５．

９．桶渡由貴・遠矢浩一 ２０１６ 発達障が

い児のきょうだい支援グループにおける

きょうだい児と母親の関係性の変容につ

いて 日本心理臨床学会第３５回大会発表

論文集，２５２．

１０．井出孝樹・内海麻美 ２０１６ 療育セン

ターに通う子どもを対象とした学齢児グ

ループの取り組み─３年半を振り返って

─ 日本心理臨床学会第３５回大会発表論

文集，１５４．

１１．池ノ谷和 ２０１６ ベーシック・エンカ

ウンター・グループ体験の報告と考察

日本人間性心理学会第３５回大会プログラ

ム・発表論文集，７２―７３．

１２．今井美穂 ２０１６ 二つのベーシック・

エンカウンター・グループの体験報告と

考察 日本人間性心理学会第３５回大会プ

ログラム・発表論文集，３４―３５．

１３．井ノ山正文・田上不二夫 ２０１６ 対人

関係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８１）─学校におけるグループカウンセリ

ングの効果─ 日本カウンセリング学会

第４９回大会プログラム，４４．

１４．石倉 篤 ２０１６ Tグループにおける

やりとりと体験過程の進展との相互作用
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日本人間性心理学会第３５回大会プログラ

ム・発表論文集，４２―４３．

１５．伊澤 孝・田上不二夫 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８５）～適応障害の診断を受けた不登校女

児の欠席がなくなるまでの経過～ 日本

カウンセリング学会第４９回大会プログラ

ム，４５．

１６．神山拓哉・中嶋健治他 ２０１６ 感情の

コントロールに焦点化したグループワー

クの試み その２（小学生）─児童心理

治療施設（情緒障害児短期治療施設）に

おける取り組み─ 日本心理臨床学会第

３５回大会発表論文集，２９７．

１７．姜 潤華 ２０１６ 乳幼児をもつ母親支

援グループの探索的研究─PCAG仮設に

基く─ 日本人間性心理学会第３５回大会

プログラム・発表論文集，１１８―１１９．

１８．菊川紗希 ２０１６ ベーシック・エンカ

ウンター・グループ参加体験報告～心の

変容と考察～ 日本人間性心理学会第３５

回大会プログラム・発表論文集，８４―８５．

１９．木村真人 ２０１６ 大学生の学生相談利

用を促す心理教育的プログラムの開発

（２）─プログラムの提供方法の違いにつ

いて─ 日本心理臨床学会第３５回大会発

表論文集，５７５．

２０．岸田幸弘・吉本七海他 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８９）─対人関係ゲームが学級の自治的活

動に与える影響─ 日本カウンセリング

学会第４９回大会プログラム，４５．

２１．北原恵美・中村恵子他 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８４）取り出し指導での自立活動促進によ

る対人関係ゲームレディネスの形成 日

本カウンセリング学会第４９回大会プログ

ラム，４５．

２２．清澤亜希子 ２０１６ 日本におけるエン

カウンター・グループ観の多様性につい

て 日本人間性心理学会第３５回大会プロ

グラム・発表論文集，１４０．

２３．古長治基・下池洸史朗他 ２０１６ 思春

期・青年期の発達障がい児・者へのグ

ループセラピーの展開（２）─「クライエ

ント企画」による自己の趣向性と他者の

視点の統合の試み─ 日本心理臨床学会

第３５回大会発表論文集，２３０．

２４．前田春菜・相澤亮雄他 ２０１６ 入学初

期に実施したPCAGの看護教員ファシリ

テーター体験の分析─半構造化面接によ

る─ 日本人間性心理学会第３５回大会プ

ログラム・発表論文集，１２４―１２５．

２５．松本直美・伊澤 孝他 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８８）～小学校１年生を対象にした学校で

の実体験に重ねたプログラムの実践～

日本カウンセリング学会第４９回大会プロ

グラム，４５．

２６．松澤裕子・田上不二夫 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８２）─児童が安心して自分を表出できる

学級集団作りへのサポート─ 日本カウ

ンセリング学会第４９回大会プログラム，

４４．

２７．三浦直樹 ２０１６ 専修学校におけるエ

ンカウンターグループのセッションの構

成 日本人間性心理学会第３５回大会プロ

グラム・発表論文集，８６―８７．

２８．宮腰辰男・坂本佑馬他 ２０１６ セクシ

ャル・マイノリティを対象とするサポー

トグループの実践─臨床心理士が運営す
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るグループの立ち上げから初期までの実

践報告─ 日本心理臨床学会第３５回大会

発表論文集，６０９．

２９．水野邦夫・中地展生他 ２０１６ 自発参

加型の構成的グループ・エンカウンター

におけるプロセスの検討─参加者への効

果の違いによる感情変化の比較─ 日本

カウンセリング学会第４９回大会プログラ

ム，４４．

３０．持塚弘子・田上不二夫 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８７）─校内で行った選択性緘黙児へのエ

クスポージャーの試み─ 日本カウンセ

リング学会第４９回大会プログラム，４５．

３１．森吉里奈・山喜義枝他 ２０１６ 発達障

害児思春期グループの現状と課題─個別

目標に添ったスタッフの関わり方─ 日

本心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

２２６．

３２．村久保雅孝 ２０１６ ベーシック・エン

カウンター・グループ研究におけるナラ

ティブ・アプローチの可能性２ 日本人

間性心理学会第３５回大会プログラム・発

表論文集，８８―８９．

３３．村山正治・浦野俊美他 ２０１６ ５年間

の播磨PCAGIPプロジェクトの軌跡 日

本人間性心理学会第３５回大会プログラ

ム・発表論文集，６８―６９．

３４．長野恵子・西村麻希他 ２０１６ 県外か

らの避難者に対するグループ支援活動の

プロセス（第４報）─東日本大震災から

５年を経過して─ 日本心理臨床学会第

３５回大会発表論文集，２６３．

３５．中島真夕 ２０１６ スクール・カウンセ

ラーが行うPCAGIP～工夫とその効果～

日本人間性心理学会第３５回大会プログラ

ム・発表論文集，７６―７７．

３６．中村恵子・田上不二夫 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（９０）─うつ症状を伴う不登校生徒に対す

る対人関係ゲームの効果─ 日本カウン

セリング学会第４９回大会プログラム，

４５．

３７．日本カウンセリング学会（第４９回）

２０１６ 自主企画シンポジウム＜「対人関

係ゲーム」のさらなる可能性を求めて

�＞日本カウンセリング学会第４９回大会
プログラム，２７．

瀧澤洋司（企画者・司会者）

田上不二夫（企画者・司会者）

中村恵子（話題提供者）

井ノ山正文（話題提供者）

伊澤 孝（話題提供者）

西澤佳代（話題提供者）

田上不二夫（指定討論者）

岸田幸弘（指定討論者）

３８．日本カウンセリング学会（第４９回）

２０１６ 自主企画シンポジウム＜学級集団

のアセスメントに基づいた対人関係ゲー

ムの実践＞日本カウンセリング学会第４９

回大会プログラム，２９．

野村華子（企画者・司会者）

木村雅宏（話題提供者）

井ノ山正文（話題提供者）

松本直美（話題提供者）

木村晴美（話題提供者）

伊澤 孝（話題提供者）

田上不二夫（指定討論者）

３９．日本人間性心理学会（第３５回）２０１６

自主企画＜「グループ研究会」の活動に

ついて～そのこれまでとこれから～＞日

本人間性心理学会第３５回大会プログラ
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ム・発表論文集，１６４―１６５．

下田節夫（企画者）

野島一彦（話題提供者）

岡本達也（話題提供者）

高橋紀子（話題提供者）

下田節夫（話題提供者）

松本 剛（指定討論者）

吉本麻奈美（指定討論者）

高橋紀子（司会者）

４０．日本心理臨床学会（第３５回）２０１６

自主シンポジウム＜心理臨床の場として

のキャンプの可能性＞ 日本心理臨床学

会第３５回大会発表論文集，６２４．

渡邊智絵（企画者・司会者）

後藤龍太（企画者・話題提供者）

鈴木正貴（話題提供者）

平野直己（話題提供者）

谷崎 誠（指定討論者）

徳山美知代（指定討論者）

４１．日本心理臨床学会（第３５回）２０１６

自主シンポジウム＜個別面接とグループ

活動（継続型・宿泊型）を複合活用する

学生相談＞日本心理臨床学会第３５回大会

発表論文集，６５３．

緒方登士雄（企画者）

緒方登士雄（話題提供者）

須賀芳枝（話題提供者）

中村家子（話題提供者）

梶田規仁（話題提供者）

葦名みさお（話題提供者）

並木悠介（話題提供者）

高橋信平（話題提供者）

井上尚代（話題提供者）

佐川眞太郎（話題提供者）

鳥井いおり（話題提供者）

福留留美（指定討論者）

４２．日本心理臨床学会（第３５回）２０１６

自主シンポジウム＜ベーシック・エンカ

ウンター・グループを主催する意味・目

的・姿勢を巡って＞日本心理臨床学会第

３５回大会発表論文集，６５４．

下田節夫（企画者）

岡村達也（企画者）

高橋紀子（企画者）

下田節夫（話題提供者）

中田行重（話題提供者）

松本 剛（話題提供者）

野島一彦（指定討論者）

４３．西田和典・鳥川智史他 ２０１６ 小規模

児童相談所における集団指導の試み�─
大学生ボランティアとレクリエーション

を活用したプログラムの実際的工夫─

日本心理臨床学会第３５回大会発表論文

集，４１１．

４４．西澤佳代・田上不二夫 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８３）─中山間地の小学校における全校で

の縦割り班による対人関係ゲームの実践

─ 日本カウンセリング学会第４９回大会

プログラム，４４．

４５．野坂見智代 ２０１６ 教職員に対するス

トレスマネジメント教育としての１セッ

ションの統合的ヨーガ・プログラム―日

常での実践と非実践との比較，特に活用

時のストレス・気分に与える影響― 日

本心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

１１７．

４６．小川一美・太幡直也他 ２０１６ 社会的

スキルトレーニングの成果を高める要因

の検討（３）─トレーニング回数と評価に

着目して─ 日本教育心理学会第５８回総

会．
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４７．大豆生田千夏・伊志嶺美津子他 ２０１６

子育て支援施設における乳児の親グルー

ププログラムー早期に不安や悩みを軽減

し仲間とつながるために─ 日本心理臨

床学会第３５回大会発表論文集，２５９．

４８．岡本 悠・小玉紗織他 ２０１６ グルー

プ表現セラピーによる専門家養成プログ

ラムにおける参加者の変容プロセス─複

線径路等至性アプローチ（Trajectory

Equifinality Approach）を基に─ 日本

心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

３９４．

４９．小野京子 ２０１６ パーソンセンタード

表現アートセラピーにおける心理的成長

トレーニング参加者へのインタビュー調

査 日本心理臨床学会第３５回大会発表論

文集，１８１．

５０．大河内範子・高松 里 ２０１６ サポー

ト・グループの特質は何か？─膠原病サ

ポート・グループの事例から考える─

日本人間性心理学会第３５回大会プログラ

ム・発表論文集，３６―３７．

５１．大築明生 ２０１６ 夢をテーマとしたエ

ンカウンター・グループ 日本人間性心

理学会第３５回大会プログラム・発表論文

集，１２２―１２３．

５２．押江 隆・藤田洋子 ２０１６ PCAGIP

法にパーソン・センタード・スーパービ

ジョンを組み合わせた「リフレキシブ

PCAGIP」の開発 日本心理臨床学会第

３５回大会発表論文集，４８４．

５３．朴 希沙 ２０１６ サポートグループ

「A」におけるRespectful Racial Dialogue

の実践─在日コリアンへの心理社会的支

援に関する一考察─ 日本心理臨床学会

第３５回大会発表論文集，６１３．

５４．齋藤暢一朗・森美栄子他 ２０１６ 長期

ひきこもり家族に対する集団型支援プロ

グラムの構築―葛藤を視点とした心理教

育とワークによる心理社会的効果― 日

本心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

５４０．

５５．酒井久実代 ２０１６ 発達障害のある男

子中学生へのいじめに対するサポートグ

ループ・アプローチの効果 日本心理臨

床学会第３５回大会発表論文集，５３．

５６．下池洸史朗・古長治基他 ２０１６ 思春

期・青年期の発達障がい児・者へのグ

ループセラピーの展開（１）―過度な配慮

性と対人緊張の緩和に着目して― 日本

心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

２２９．

５７．田上不二夫・大澤靖彦他 ２０１６ 対人

関係ゲームによる学級の人間関係づくり

（７９）～実用化のための”学級集団プログ

ラム”の事前研修会の持ち方～ 日本カ

ウンセリング学会第４９回大会プログラ

ム，４４．

５８．高橋淳一郎 ２０１６ 小規模校における

継続的な予防的介入の効果―対人関係

ゲームを用いた小規模中学校における実

践― 日本教育心理学会第５８回総会．

５９．高松 里・平井達也他 ２０１６ エンカ

ウンター・グループが目指すものは何

か？─「スロー・エンカウンター・グ

ループin沖縄」のスタッフが求めたもの

─ 日本人間性心理学会第３５回大会プロ

グラム・発表論文集，１０４―１０５．

６０．鷹取眞理・後藤秀繭 ２０１６ 子育て支

援における母親グループの役割と機能�
─母親役割へのとらわれをめぐる課題を

中心に─ 日本心理臨床学会第３５回大会
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発表論文集，２６０．

６１．冨森 崇 ２０１６ 原発事故後の健康増

進プログラムの実践（１）─ふくしまの子

ども希望プラン２０１４年 宿泊型─ 日本

心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

１３９．

６２．鳥川智史・上松幸一他 ２０１６ 小規模

児童相談所における集団指導の試み�～
ソンディ・テストにおけるk的因子の評

価～ 日本心理臨床学会第３５回大会発表

論文集，４１３．

６３．柘植順子・石田妙美 ２０１６ エンカウ

ンター・グループ体験直後の感想から見

た継続の可能性を探る 日本人間性心理

学会第３５回大会プログラム・発表論文

集，１３９．

６４．内田圭子・中村恵子他 ２０１６ 対人関

係ゲームによる学級の人間関係づくり

（８０）─対人関係ゲーム研究（２００９～

２０１１）の変遷（２）─ 日本カウンセリン

グ学会第４９回大会プログラム，４４．

６５．山下陽平・窪田由紀他 ２０１６ 学校コ

ミュニティの危機への支援者養成プログ

ラムの検討（２）─プログラム内容の違い

による研修効果の比較─ 日本心理臨床

学会第３５回大会発表論文集，６０８．

６６．吉村拓美・鳥川智史他 ２０１６ 小規模

児童相談所における集団指導の試み�─
職員と大学生ボランティアの意識調査結

果から─ 日本心理臨床学会第３５回大会

発表論文集，４１２．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

〔該当文献なし〕

付：「集中的グループ経験」に関する文献

リスト〔～２０１５〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

１．村上香奈・山崎浩一 ２０１５ ソリュー

ション・フォーカスト・アプローチに基

づくグループワークの実践とその影響─

大学生への発達支援に関する質的研究─

カウンセリング研究．４８（４），２１８―２２７．

C．学会発表

〔該当文献なし〕

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

〔該当文献なし〕

第�部：「集団精神療法」

「集団精神療法」には，集団心理療法，

グループ・セラピィ，心理劇（サイコドラ

マ），活動集団療法，集団遊戯療法，集団

分析，グループワーク，治療キャンプ，集

団絵画療法，音楽療法，生活技能訓練
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（SST），デイケア，治療共同体，ソーシャ

ル・クラブ，セルフ・ヘルプ・グループ，

ダンス療法，グループ連動表現療法，レク

リェーション療法等が含まれる．主に＜治

療＞を目的とするグループである．

２０１６年の概況は次のようである．単行本

は，２冊刊行された．研究論文は，９４本で

前年より増加した．学会発表（口頭発表）

は，日本集団精神療法学会で６２本，日本心

理臨床学会で８本，で前年より増加した．

翻訳（単行本）は，発行されなかった．

A．単行本

１．井上孝代・いとうたけひこ他編著

２０１６ トラウマケアとPTSD予防のため

のグループ表現セラピーと語りのちから

風間書房

２．大阪府立子どもライフサポートセン

ター・服部隆志・大対香奈子編 ２０１６

このまま使える！子どもの対人関係を育

てるSSTマニュアル―不登校・ひきこも

りへの実践にもとづくトレーニング─

ミネルヴァ書房

B．研究論文

１．安部康代・田原明夫他 ２０１６ 自主

ワークショップ：東日本大震災関係者の

相互支援グループX 集団精神療法，３２

（２），１９６―２００．

２．青戸由理子 ２０１６ COLUMN：「曳

船」 集団精神療法，３２（２），２７６．

３．荒木章太郎 ２０１６ シンポジウム：グ

ループの中で人はどのように成長するか

―うつ病リワークデイケアの場合― 集

団精神療法，３２（２），２７０―２７６．

４．板東充彦 ２０１６ グルグル会 集団精

神療法，３２（１），９７―９８．

５．伊達真理子・藤江明美他 ２０１６ ２０１５

年度家庭支援プログラム活動報告 医療

法人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活

動報告論文集，７１―７４．

６．藤澤美穂・田原明夫他 ２０１６ 東日本

大震災関係者の相互支援グループ�～震
災から３年８ヶ月後～４年６ヶ月後の経

過～ 集団精神療法，３２（１），５２―６０．

７．後藤清恵・芳賀まゆき他 ２０１６ テー

マセッション：入院・青年期 筋ジスト

ロフィー患者の心理サポートグループに

ついての考察─グループコミュニケーシ

ョンの展開について─ 集団精神療法，

３２（２），３２２―３２７．

８．萩原加奈美・七田雅史他 ２０１６ 学習

グループ２０１５年度活動報告 医療法人コ

ミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動報告

論文集，８３―８７．

９．早川 洋・上野陽弘他 ２０１６ テーマ

セッション：ソーシャル・ネットワーキ

ング・サービス（SNS）を用いた思春期

グループの取り組み―時空を超えてつな

がる試み― 集団精神療法，３２（２），３６９

―３７６．

１０．林 公輔 ２０１６ COLUMN：「今更

でスミマセン，グループって何です

か？」 集団精神療法，３２（２），１７６．

１１．樋掛 忠彦 ２０１６ 特集にあたって集

団精神療法，３２（１），８―９．

１２．今村仁美・城後弓子他 ２０１６ ２０１５年

度アルコールグループ活動報告 医療法

人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動

報告論文集，４９―５２．

１３．稲永 要 ２０１６「第五章 心理療法

の基本原理と治療者の問題」 集団精神
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療法，３２（１），８６―９０．

１４．石川与志也 ２０１６『ジョークグルー

プ』 集団精神療法，３２（１），８１．

１５．石川見佳 ２０１６ テーマセッション：

コ・コンダクター，コンダクターの経験

から思うこと―「私」を振り返って．変

化・葛藤・成長― 集団精神療法，３２

（２），３０１―３０５．

１６．伊藤明美・濱島 努他 ２０１６ テーマ

セッション：対人緊張が非常に強く，寡

黙な人達を対象としたグループ―安心で

きる居場所作り― 集団精神療法，３２

（２），３０６―３１１．

１７．岩垂喜貴・村上 健他 ２０１６ 大会企

画ワークショップ：大会企画「この学会

をやめようと思ったことはありません

か？」を担当して─「ブラックグルー

プ」体験を通じて考えたこと─ 集団精

神療法，３２（２），１７７―１８２．

１８．門眞一朗 ２０１６ 特別講演�：あたし
たち研究―集団に括らない生き方―第２

部 徒党の人よりも孤高の人 集団精神

療法，３２（２），１４０―１４２．

１９．甲斐千穂・後田純子他 ２０１６ ２０１５年

度「薬物依存症グループ」活動報告 医

療法人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床

活動報告論文集，５６―５９．

２０．鍛冶美幸 ２０１６ 身体としての集団・

集団における身体─集団精神療法として

のダンス／ムーブメント・セラピー─

集団精神療法，３２（１），３１―３８．

２１．鴨澤あかね ２０１６ システムで考え，

システムに働きかける 集団精神療法，

３２（１），１７―２３．

２２．鴨澤あかね ２０１６ 自主ワークショッ

プ：日本におけるSCT（Systems―Cen-

tered Therapy/Training）実践の課題―

ワークショップ参加者の体験の検討を通

じて― 集団精神療法，３２（２），２０７―

２１２．

２３．加藤隆弘 ２０１６ 日本での集団精神療

法実践における「先生転移」の功罪（序

論） 集団精神療法，３２（１），４５―５１．

２４．菊地寿奈美 ２０１６ 福島県でのスクー

ルカウンセラーとしての体験 集団精神

療法，３２（１），７６―８１．

２５．菊池清美・大川稚衣他 ２０１６ ２０１５年

度ウィメンズグループ活動報告 医療法

人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動

報告論文集，６４―６６．

２６．木村能成・那須里絵他 ２０１６ テーマ

セッション：活動集団療法における子ど

もの「屈折した甘え」とその変化過程

集団精神療法，３２（２），３１８―３２１．

２７．小針英一郎・久保夏子他 ２０１６ 事例

検討：グループの開拓―ピアサポーター

がコンダクターを行うコミュニティー

ミーティング― 集団精神療法，３２

（２），２９７―３００．

２８．古賀恵里子 ２０１６ 日本精神分析学会

第６１回大会に参加して 集団精神療法，

３２（１），９５―９６．

２９．古賀恵里子 ２０１６ 海外文献紹介：羅

生門再考―映画の再分析と群集心理学に

とっての意味合い― 集団精神療法，３２

（２），３７７―３８１．

３０．古賀禎也・馬郡芳弥他 ２０１６ ２０１５年

度ギャンブルグループ活動報告 医療法

人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動

報告論文集，９２―９６．

３１．木幡明美・高橋雅子他 ２０１６ テーマ

セッション：児童精神科病棟家族会の効
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果について─明るく変化した母親の一事

例─ 集団精神療法，３２（２），３２８―３３２．

３２．小道モコ ２０１６ 特別講演�：あたし
たち研究―集団に括らない生き方─第１

部 自閉スペクトラム症 あたし研究

集団精神療法，３２（２），１３７―１３９．

３３．小道モコ・門眞一朗 ２０１６ 特別講演

�：あたしたち研究─集団に括らない生
き方─第３部 対談 あたしたち研究�
Harry―on―the―merry―go―round 集団精

神療法，３２（２），１４３―１４６．

３４．小谷英文 ２０１６ 追悼 アメリカ集団

精神療法絶頂期を生きたHoward D.

Kibel, M.D., CGP, DLFGPA 集団精神

療法，３２（２），３９２―３９３．

３５．栗田彩加・村山裕紀 ２０１６ クリニッ

ク（グループ療法） 福岡県立大学心理

臨床研究，８，７７―８０．

３６．三好真人 ２０１６ 臨床家がセルフヘル

プ・グループにクライエントを紹介する

プロセスの検討 心理臨床学研究，３４

（３），３２９―３３４．

３７．森 智秀・小柳大輔他 ２０１６ ２０１５年

度ゲーム・ネット依存グループ活動報告

医療法人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨

床活動報告論文集，１０１―１０５．

３８．室城隆之 ２０１６ 自主ワークショッ

プ：TA・ゲシュタルト療法ワークショ

ップ─集団精神療法としてのTA・ゲシ

ュタルト─ 集団精神療法，３２（２），２６１

―２６７．

３９．長江朱夏 ２０１６ テーマセッション：

法人研修としての音楽療法─音楽活動を

通じたグループワークとメンタルケア─

集団精神療法，３２（２），３５０―３５６．

４０．中本智恵美 ２０１６ テーマセッショ

ン：摂食障害患者のグループ療法─それ

ぞれの変化と変わらなかったこと─ 集

団精神療法，３２（２），３５７―３６１．

４１．中里容子 ２０１６ シンポジウム：人は

グループのなかでどう成長するか？─選

択制緘黙児のグループ・プレイセラピー

を通じて─ 集団精神療法，３２（２），２８２

―２８７．

４２．二之宮正人 ２０１６ COLUMN：パラ

ダイムの転換とその他に 集団精神療

法，３２（２），２２５．

４３．二之宮正人・福澤宏之他 ２０１６ 自主

ワークショップ：急性期病棟・外来・地

域グループの実際と意義─救急および地

域生活移行の動向を踏まえて─ 集団精

神療法，３２（２），２５５―２６０．

４４．西川昌弘 ２０１６ 東日本大震災関係者

の相互支援グループでの個人課題とグ

ループ発達の位相～初回セッションの３

位相～ 集団精神療法，３２（１），６１―７１．

４５．西村勇人 ２０１６ 集団認知行動療法が

うつ病の改善に及ぼす効果と効果に対す

る予測変数の検討 心理臨床学研究，３４

（２），１３３―１４０．

４６．西村 馨 ２０１６ 国際集団精神療法・

集団過程学会第１９回大会 集団精神療

法，３２（１），９３―９４．

４７．西 村 馨 ２０１６ 「コ・コ ン ダ ク

ター」の「コ」の意味 集団精神療法，３２

（１），３０．

４８．西村 馨 ２０１６ シンポジウム：人は

グループのなかでどう成長するか―地域

でおこなう児童活動集団療法への統合的

視点― 集団精神療法，３２（２），２８８―

２９３．

４９．西村 馨・木村能成他 ２０１６ テーマ
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セッション：思春期男子のグループセラ

ピー─別れと旅立ちのプロセス─ 集団

精神療法，３２（２），３６２―３６８．

５０．西崎 淳 ２０１６ 対象関係論的アプ

ローチの立場から 集団精神療法，３２

（１），３９―４４．

５１．野村静香 ２０１６ グループと私 集団

精神療法，３２（１），３８．

５２．野村 学 ２０１６ シンポジウム：指定

討論 集団精神療法，３２（２），２９４―２９６．

５３．野中 稔・高橋 馨他 ２０１６ 自主ワ

ークショップ：＜こうえん＞─そこにあ

るように─ 集団精神療法，３２（２），２２２

―２２５．

５４．落合尚美・石附牧子 ２０１６ テーマセ

ッション：グループにおける疾患の多様

性とその意義 集団精神療法，３２（２），

３１２―３１７．

５５．大濱伸昭・横山太範他 ２０１６ 自主

ワークショップ：成人ASD（Autism

Spectrum Disorder）に対する集団精神

療法─SSTを中心にグループプロセスを

検討─ 集団精神療法，３２（２），２０１―

２０６．

５６．岡島美朗 ２０１６「橋をかけるために」

集団精神療法，３２（２），１２５―１２７．

５７．小野真嗣 ２０１６ 不登校児「親の会」

の援助機能回復に向けた介入 神戸学院

大学心理臨床カウンセリングセンター紀

要，９，１１―１６．

５８．尾子眞人 ２０１６ ４年半を経て，現在

感じさせられていること 集団精神療

法，３２（１），７２―７５．

５９．才田康成・早野文明他 ２０１６ ２０１５年

度生活習慣改善グループ 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動報告論

文集，７９―８２．

６０．斎藤佐智子・神宮京子他 ２０１６ 自主

ワークショップ：クリエイティブ・アー

ツ・セラピー―五感で対話する― 集団

精神療法，３２（２），２１３―２１７．

６１．齊藤万比古 ２０１６ 特別講演�：児童
精神科における入院治療の精神療法性

集団精神療法，３２（２），１４７―１５６．

６２．関 百合 ２０１６ 日本においてグルー

プアナリシスはどこまで精神療法なの

か？ 集団精神療法，３２（１），１０―１６．

６３．関 百合 ２０１６ 自主ワークショッ

プ：グループアナリシス・体験グループ

ワークショップ� 集団精神療法，３２

（２），２１８―２２１．

６４．関根慶輔 ２０１６ 学会印象記２：日本

思春期青年期精神医学会第２８回大会印象

記 集団精神療法，３２（２），３９０―３９１．

６５．重松順子・神部宏他 ２０１６ ２０１５年度

（平成２７年）うつ病の集団精神療法（D

グループ）活動報告 医療法人コミュノ

テ風と虹 ２０１５年度臨床活動報告論文

集，６７―７０．

６６．嶋田博之 ２０１６ シンポジウム：食べ

て休めば人は育つ―システムズセンター

ドの視点で考える，グループと人の心の

成長― 集団精神療法，３２（２），２７７―

２８１．

６７．下石直巳・鈴木稚菜他 ２０１６ テーマ

セッション：不登校児が人と繋がりたい

と思える児童期デイケアの取り組み―１

対１から次第に集団に― 集団精神療

法，３２（２），３４４―３４９．

６８．霜村 麦・小林正幸 ２０１６ 小学生へ

のSSEを含めた複合的心理教育プログラ

ムの効果に関する研究～学級全体と個別
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児童の変化に着目して～ カウンセリン

グ研究，４８（１），４２―５１．

６９．白柿 綾 ２０１６ COLUMN：グルー

プを支えるもの 集団精神療法，３２

（２），２５４．

７０．菅谷智一・大西豊史他 ２０１６ テーマ

セッション：居場所作りを目指した活動

集団療法―自閉スペクトラム症小中学生

のグループダイナミクス― 集団精神療

法，３２（２），３３３―３３８．

７１．鈴木理恵 ２０１６ テーマセッション：

デイケアのミーティンググループで続い

た攻撃行動についての考察 集団精神療

法，３２（２），３３９―３４３．

７２．�林健示・小宮敬子他 ２０１６ 自主

ワークショップ：コンダクターの危機─

メンバーが来ない─ 集団精神療法，３２

（２），２３２―２３７．

７３．高橋美紀・藤巻加奈子他 ２０１６ 自主

ワークショップ：集団精神療法としての

サイコドラマ─サイコドラマ体験ワーク

ショップ─ 集団精神療法，３２（２），２２６

―２３１．

７４．高良 聖 ２０１６ 集団精神療法におけ

る沈黙の意味～臨床事例からの考察～

明治大学人文科学研究所紀要，７９，１７７―

２０２．

７５．高谷賢司 ２０１６ 古典文献を読む

（３０）：グループアナリシス：「問題では

ない」ことを真剣に受け止めること 集

団精神療法，３２（２），３８２―３８７．

７６．武井麻子・小宮敬子他 ２０１６ 大会企

画ワークショップ：揺れ動く臨床現場に

おけるグループの挑戦―精神科病院で働

く看護師たちは何ができるのだろうか―

集団精神療法，３２（２），１６３―１６９．

７７．田代 順 ２０１６ 自主ワークショッ

プ：ナラティヴなグループアプローチを

体験する（その６）─多声的対話グルー

プによるナラティヴな集団的「自例」検

討の試み─ 集団精神療法，３２（２），２３８

―２４４．

７８．藤堂宗継 ２０１６ サイコドラマから考

える 集団精神療法，３２（１），２４―３０．

７９．藤堂信枝・�林健示他 ２０１６ 自主

ワークショップ：戦争体験のシェアリン

グに向けた試み 集団精神療法，３２

（２），２４９―２５４．

８０．徳永浩子・古賀禎也他 ２０１６ ２０１５年

度ACグループ活動報告 医療法人コミ

ュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動報告論

文集，５３―５５．

８１．塚瀬将之・太田裕一他 ２０１６ 自主

ワークショップ：現代入院集団療法の一

形態：グループの成長と初心セラピスト

の成長─精神科慢性疾患の力動的集団精

神療法の会─ 集団精神療法，３２（２），

２４５―２４８．

８２．鶴 泰宏・甲斐 壮他 ２０１６ ２０１５年

度ソーシャライジングクラブ活動報告

医療法人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨

床活動報告論文集，９７―１００．

８３．上田玲実・川口玲華他 ２０１６ ２０１５年

度摂食障害グループ活動報告 医療法人

コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活動報

告論文集，６０―６３．

８４．渡部京太 ２０１６ 大会長講演：ぐるぐ

るグループ 集団精神療法，３２（２），１３０

―１３６．

８５．渡部京太・相田信男他 ２０１６ 大会企

画ワークショップ：精神療法・グループ

の論文の書き方（のコツ） 集団精神療
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法，３２（２），１８３―１８８．

８６．渡部京太・菊池信太郎他 ２０１６ 大会

企画ワークショップ：被災地はいま─福

島・石巻からの報告─ 集団精神療

法，３２（２），１８９―１９５．

８７．渡部京太・小倉清他 ２０１６ 大会企画

ワークショップ：私のグループ体験，そ

してグループの可能性 集団精神療法，

３２（２），１５７―１６２．

８８．渡部京太・吉松和哉他 ２０１６ 大会企

画ワークショップ：国府台にいる先達に

聴く 集団精神療法，３２（２），１７０―１７６．

８９．矢野夕紀・河原久人他 ２０１６ ２０１５年

度「措置ミーティング」活動報告 医療

法人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床活

動報告論文集，８８―９１．

９０．吉野淳一 ２０１６ 集団体験の優れた再

現性について 集団精神療法，３２（１），

９２．

９１．吉野淳一 ２０１６ 学会印象記１：第７

回国際自殺予防学会アジア・太平洋地域

大会／第４０回日本自殺予防学会総会 集

団精神療法，３２（２），３８８―３８９．

９２．吉野比呂子 ２０１６ COLUMN：夏の

体験グループ 集団精神療法，３２（２），

３５６．

９３．吉岡和子 ２０１６ グループ・ファシリ

テーターの養成方法の検討─発達障がい

の子どもを育てる親グループでの体験報

告を通して─ 福岡県立大学心理臨床研

究，８，４９―６６．

９４．勇 博幸・藤安芳子他 ２０１６ ２０１５年

度のみもの依存症グループ活動報告 医

療法人コミュノテ風と虹 ２０１５年度臨床

活動報告論文集，７５―７８．

C．学会発表

１．大濱伸昭・横山太範他 ２０１６ 自主

ワークショップ：成人のASDに対する集

団精神療法─SSTを中心にグループプロ

セスを検討─ 日本集団精神療法学会第

３３回大会抄録集，５８．

２．荒木章太郎 ２０１６ シンポジウム：グ

ループの中で人はどのように成長するか

─うつ病リワークデイケアの場合─ 日

本集団精神療法学会第３３回大会抄録集，

９５．

３．藤澤美穂・�橋文絵他 ２０１６ 災害中

長期支援者のサポートグループ第一報

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，７９．

４．福榮みか・諏訪淳哉 ２０１６ 急性期総

合病院におけるグループ活動（集団精神

療法）の試み�─SST（ステップバイス

テップ方式）を用いた問題解決療法グ

ループの立ち上げと１クール終えてのー

考察─ 日本心理臨床学会第３５回大会発

表論文集，２２７．

５．芳賀まゆき・後藤清恵 ２０１６ 入院・

青年期筋ジストロフィー患者の心理サ

ポートグループについての考察─グルー

プコミュニケーションの停滞についての

検討─ 日本集団精神療法学会第３３回大

会抄録集，４９．

６．早川 洋・上野陽弘他 ２０１６ ソーシ

ャル・ネットワーキング・サービス

（SNS）を用いた思春期グループの取り

組み─時空を超えてつながる試み─ 日

本集団精神療法学会第３３回大会抄録集，

５１．

７．林 宏紀・岩垂喜貴他 ２０１６「ゲー

ム」を媒介にした小中学生男児のグルー
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プ 日本集団精神療法学会第３３回大会抄

録集，５４．

８．石川見佳 ２０１６ コ・コンダクター，

コンダクターの経験から思うこと─私を

振り返って．変化・葛藤・成長─ 日本

集団精神療法学会第３３回大会抄録集，

７５．

９．石附牧子・落合尚美 ２０１６ グループ

終了に際しての覚書 日本集団精神療法

学会第３３回大会抄録集，７４．

１０．伊藤明美・濱島 努他 ２０１６ 対人緊

張が非常に強く，寡黙な人達を対象とし

たグループ─安心できる居場所作り─

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，７６．

１１．神宮京子・斎藤佐智子他 ２０１６ 自主

ワークショップ：クリエイティブ・アー

ツ・セラピー～五感で対話する～ 日本

集団精神療法学会第３３回大会抄録集，

６３．

１２．門眞一郎（第１部）・小道モコ（第２

部）２０１６ 特別講演�：あたしたち研
究─集団に拘らない生き方─Harry―on―

the―merry―go―round 日本集団精神療

法学会第３３回大会抄録集，２９．

１３．門脇いづみ・早苗麻子 ２０１６ 時流に

乗れないクリニックの変化を求めないグ

ループ支援 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，４１．

１４．鴨澤あかね ２０１６ 自主ワークショッ

プ：機能的サブグループで「今，ここ

で」を探求する 日本集団精神療法学会

第３３回大会抄録集，９０．

１５．加藤寛盛 ２０１６ ひきこもり者への

「居場所」の効果とその役割についての

考察 日本集団精神療法学会第３３回大会

抄録集，８２．

１６．河合健彦・阿久澤克章他 ２０１６ 精神

科病院急性期病棟における青年期患者へ

の対応 日本集団精神療法学会第３３回大

会抄録集，５０．

１７．川合裕子・古賀恵里子 ２０１６ 治療環

境においてアクションから何を学ぶこと

ができるのか？＜２＞─Learning from

Actionワークショップでの体験とデイケ

アでの体験を通して─ 日本集団精神療

法学会第３３回大会抄録集，８６．

１８．木幡明美・�橋雅子他 ２０１６ 児童精

神科病棟家族会の効果について─明るく

変化した母親の一事例─ 日本集団精神

療法学会第３３回大会抄録集，８４．

１９．木村能成・那須里絵他 ２０１６ 活動集

団療法における子どもの「屈折した甘

え」とその変化過程 日本集団精神療法

学会第３３回大会抄録集，７７．

２０．木村能成・那須里恵他 ２０１６ 活動集

団療法における子ども同士のトラブルの

意味―仲間同士で行われる情動調整に着

目して― 日本心理臨床学会第３５回大会

発表論文集，２３２．

２１．岸本沙織 ２０１６ デイケアプログラム

としての集団認知行動療法の活用 日本

心理臨床学会第３５回大会発表論文集，

４１４．

２２．小針英一郎・久保夏子他 ２０１６ グ

ループの開拓─ピアサポーターがコンダ

クターを行うコミュニティミーティング

─ 日本集団精神療法学会第３３回大会抄

録集，６１．

２３．古賀禎也・堀川百合子他 ２０１６ 逆転

移を通した病的ギャンブリングの精神力

動理解 日本集団精神療法学会第３３回大
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会抄録集，７３．

２４．古賀恵里子・川合裕子 ２０１６ 治療環

境においてアクションから何を学ぶこと

ができるのか？＜１＞～Learning from

Actionワークショップにおける「私」の

アクションを考察する～ 日本集団精神

療法学会第３３回大会抄録集，８５．

２５．工藤由佳・星野 大 ２０１６ 患者が少

しずつ心の動きを取り戻し，ふたたび生

き始めた病棟スモールグループ 日本集

団精神療法学会第３３回大会抄録集，６６．

２６．前由記美・浅田 護他 ２０１６ 小中学

生と高齢者のいる病棟におけるコミュニ

ティ・ミーティング 日本集団精神療法

学会第３３回大会抄録集，８３．

２７．水上真理子 ２０１６ 子どものグループ

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，６７．

２８．室城隆之 ２０１６ 自主ワークショッ

プ：TA・ゲシュタルト療法ワークショ

ップ─集団精神療法としてのTA・ゲシ

ュタルト─ 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，９３．

２９．長江朱夏 ２０１６ 法人研修としての音

楽療法─音楽活動を通した利用者理解と

メンタルケア─ 日本集団精神療法学会

第３３回大会抄録集，８７．

３０．中本智恵美 ２０１６ 摂食障害患者の小

グループ─それぞれの変化と変わらない

こと─ 日本集団精神療法学会第３３回大

会抄録集，６９．

３１．中里容子 ２０１６ シンポジウム：人は

グループのなかでどう成長するか？─選

択性緘黙児のグループ・プレイセラピー

を通じて─ 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，９７．

３２．那須里絵・西村 馨 ２０１６ 思春期女

子における活動集団療法の初期過程─活

動を媒介物とした関係性構築の過程─

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，４３．

３３．那須里恵・岡本美穂他 ２０１６ 思春期

女子のグループセラピーの初期段階─対

話を生み出す関係性の始まり─ 日本心

理臨床学会第３５回大会発表論文集，２３１．

３４．日本カウンセリング学会（第４９回）

２０１６ 自主企画シンポジウム＜学校現場

にソーシャルスキルトレーニングを効果

的に導入するには─般化を促進する方略

に焦点を当てて─＞日本カウンセリング

学会第４９回大会プログラム，３０．

新川広樹（企画者）

二瓶正登（企画者）

富家直明（司会者）

二瓶正登（話題提供者）

金山裕望（話題提供者）

新川広樹（話題提供者）

本田真大（指定討論者）

３５．日本集団精神療法学会（第３３回）２０１６

大会企画ワークショップ：精神療法・グ

ループの論文の書き方（のコツ）日本集

団精神療法学会第３３回大会抄録集，３３．

藤 信子（司会者）

関 百合（司会者）

相田信男（話題提供者）

生地 新（話題提供者）

白波瀬丈一郎（話題提供者）

高良 聖（話題提供者）

３６．日本集団精神療法学会（第３３回）２０１６

大会企画ワークショップ：国府台にいる

先達に聴く 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，３５．
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大西豊史（司会者）

渡部京太（司会者）

吉松和哉（話題提供者）

３７．日本集団精神療法学会（第３３回）２０１６

大会企画ワークショップ：私のグループ

体験，そしてグループの可能性 日本集

団精神療法学会第３３回大会抄録集，３６．

岡田暁宜（司会者）

森岡由起子（司会者）

渡部京太（司会者）

浅田 護（話題提供者）

小倉 清（話題提供者）

奥村雄介（話題提供者）

富田 拓（話題提供者）

３８．日本集団精神療法学会（第３３回）２０１６

大会企画ワークショップ：和洋女子大学

との協働ワークショップ被災地はいま─

福島・石巻からの報告─ 日本集団精神

療法学会第３３回大会抄録集，３７．

田口久美子（司会者）

渡部京太（司会者）

菊池信太郎（話題提供者）

堀 有伸（話題提供者）

沓沢はつ子（話題提供者）

川田知宏（話題提供者）

川嶋初子（話題提供者）

杉浦 裕（話題提供者）

小谷英文（コメンテーター）

渡辺久子（コメンテーター）

３９．日本集団精神療法学会（第３３回）２０１６

自主ワークショップ：急性期病棟・外

来・地域グループの実際と意義─救急お

よび地域生活移行の動向を踏まえて─

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，９２．

二之宮正人（企画者）

福澤宏之（話題提供者）

高富 栄（話題提供者）

森本松子（話題提供者）

東端憲仁（コメンテーター）

４０．西村 馨 ２０１６ シンポジウム：人は

グループのなかでどう成長するか？─地

域でおこなう児童活動集団療法への統合

的視点─ 日本集団精神療法学会第３３回

大会抄録集，９８．

４１．西村 馨・木村能成他 ２０１６ 思春期

男子のグループセラピー─別れと旅立ち

のプロセス─ 日本集団精神療法学会第

３３回大会抄録集，４５．

４２．野島一彦 ２０１６ 心理ミーティングと

エンカウンター・グループの比較検討

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，７１．

４３．野島一彦・権 成鉉他 ２０１６ 自主

ワークショップ：現代の精神科病院にお

ける入院グループの一形態─グループの

成長と初心セラピストの成長 精神科慢

性疾患の力動的集団精神療法の会─ 日

本集団精神療法学会第３３回大会抄録集，

５９．

４４．落合尚美・石附牧子 ２０１６ グループ

における疾患の多様性と意義 日本集団

精神療法学会第３３回大会抄録集，７０．

４５．岡田 瞳・三原聡子 ２０１６ アルコー

ル依存症者を対象とした集団認知行動療

法─うつ病患者との共同プログラムにお

ける治療効果─ 日本心理臨床学会第３５

回大会発表論文集，４０８．

４６．岡崎 翼・高桑洋介他 ２０１６ 復職，

再就職を目指す方々のためのグループ療

法・第３報 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，８１．
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４７．大西豊史・青木桃子 ２０１６ 児童病棟

でのコミュニティミーティングの変化

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，４６．

４８．大河内範子 ２０１６ 膠原病患者を対象

としたサポート・グループ─サポート・

グループを通した心理的支援の可能性─

日本心理臨床学会第３５回大会発表論文

集，６６．

４９．大島良江・古井由美子他 ２０１６「摂

食障害教室」における心理教育の試み

日本心理臨床学会第３５回大会発表論文

集，４０９．

５０．齊藤万比古 ２０１６ 特別講演�：児童
精神科病棟における入院治療の精神療法

性 日本集団精神療法学会第３３回大会抄

録集，３０．

５１．関 百合 ２０１６ 自主ワークショッ

プ：グループアナリシス・体験グループ

ワークショップ─ミディアングループの

なかで集団と個人を語り合う─ 日本集

団精神療法学会第３３回大会抄録集，５７．

５２．柴田応介 ２０１６ 集団的無意識とその

転移について─鶏が先か卵が先か（続）

─ 日本集団精神療法学会第３３回大会抄

録集，７２．

５３．重田理佐 ２０１６ 大デイケア内の小デ

イケア─２重構造と自我境界─ 日本集

団精神療法学会第３３回大会抄録集，５３．

５４．志方亮介 ２０１６ 認知症高齢者を対象

としたグループ回想法における行為表現

の意味 日本心理臨床学会第３５回大会発

表論文集，２０８．

５５．嶋田博之 ２０１６ シンポジウム：食べ

て休めば人は育つ─システムズセンター

ドの視点で考える，グループと人の心の

成長─ 日本集団精神療法学会第３３回大

会抄録集，９６．

５６．清水真理・田中徹哉他 ２０１６ 小学生

を対象としたグループ・プレイセラピー

の治療的意義について 日本集団精神療

法学会第３３回大会抄録集，４４．

５７．下石直巳・鈴井稚奈他 ２０１６ 不登校

児が人と繋がりたいと思える児童期デイ

ケアの取り組み─１対１から次第に集団

に─ 日本集団精神療法学会第３３回大会

抄録集，７８．

５８．菅谷智一・大西豊史他 ２０１６ 院外外

出に向けたグループダイナミクス─自閉

スペクトラム症の小中学生を対象として

─ 日本集団精神療法学会第３３回大会抄

録集，５５．

５９．鈴木理恵 ２０１６ デイケアのミーティ

ンググループで続いた攻撃行動について

の考察 日本集団精神療法学会第３３回大

会抄録集，５２．

６０．田原明夫・高林健示他 ２０１６ 自主

ワークショップ：東日本大震災関係者の

相互支援グループ 日本集団精神療法学

会第３３回大会抄録集，６０．

６１．高林健示・小宮敬子他 ２０１６ 自主

ワークショップ：コンダクターの危機─

メンバーが来ない 日本集団精神療法学

会第３３回大会抄録集，９１．

６２．高橋美紀・藤巻加奈子他 ２０１６ 自主

ワークショップ：集団精神療法としての

サイコドラマ～アクションを用いた集団

精神療法を体験する～ 日本集団精神療

法学会第３３回大会抄録集，６８．

６３．�橋 馨・野中 稔他 ２０１６ 自主

ワークショップ：こうえん─since２００８

─ 日本集団精神療法学会第３３回大会抄
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録集，８９．

６４．高良 聖 ２０１６ 大会企画ワークショ

ップ：初歩から学ぶサイコドラマ─とり

あえず体験してみよう─ 日本集団精神

療法学会第３３回大会抄録集，３４．

６５．武井麻子・小宮敬子他 ２０１６ 大会企

画ワークショップ：揺れ動く臨床現場に

おけるグループの挑戦─精神科病院で看

護師たちは何ができるのだろうか─ 日

本集団精神療法学会第３３回大会抄録集，

３２．

６６．田辺 等・菅 武史 ２０１６ 大会企画

ワークショップ：基礎講座 日本集団精

神療法学会第３３回大会抄録集，３１．

６７．田代 順 ２０１６ 自主ワークショッ

プ：ナラティヴなグループアプローチを

体験する（その６）～多声的対話グルー

プによるナラティヴな「事例／自例」検

討の試み～ 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，９４．

６８．寺島 瞳 ２０１６ 感情のコントロール

が困難な大学生に対する集団認知行動療

法─日本におけるSTEPPSの実施可能性

と有効性の検証─ 日本集団精神療法学

会第３３回大会抄録集，４０．

６９．藤堂信枝・高林健示他 ２０１６ 自主

ワークショップ：戦争体験のシェアリン

グに向けた試み 日本集団精神療法学会

第３３回大会抄録集，６２．

７０．徳田幸絵 ２０１６ 高齢者施設での音楽

療法の個人および集団の変化─PAC分析

を通して─ 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，８８．

７１．土屋明美・水流恵子他 ２０１６ 人生

テーマを映す心理劇に生きる個の変容

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，４２．

７２．上野陽弘・日吉真樹他 ２０１６ グルー

プの中での職員の『育ち』に関する実践

省察─フォーカスグループインタビュー

で掘りおこす，グループの中での職員の

『育ち』の要因とは？─ 日本集団精神

療法学会第３３回大会抄録集，８０．

７３．牛島洋景・清水真理他 ２０１６ 児童精

神科病棟でのミーティングから見えてき

たもの─仲間関係の特徴についての一考

察─ 日本集団精神療法学会第３３回大会

抄録集，４７．

７４．渡部京太 ２０１６ 大会長講演：ぐるぐ

るグループ 日本集団精神療法学会第３３

回大会抄録集，２８．

７５．柳橋達彦 ２０１６ 児童精神科における

個人精神療法と集団精神療法の併用効果

日本集団精神療法学会第３３回大会抄録

集，４８．

７６．山本啓太・岩垂喜貴他 ２０１６ 自閉ス

ペクトラム症児の親を対象とした進学・

就労についてのガイダンスグループの試

み 日本集団精神療法学会第３３回大会抄

録集，５６．

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

１．宮城崇史 ２０１６『システム・セン

タード・アプローチ～機能的サブグルー

プで「今，ここで」を探求するSCTを学

ぶ～』 集団精神療法，３２（１），９１―９２．

F．海外文献紹介

１．塚瀬将之 ２０１６ 集団精神療法的手法
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は統合失調症患者に有効か？─系統的レ

ビューとメタ分析─ 集団精神療法，３２

（１），８２―８５．

付：「集団精神療法」に関する文献リスト

〔～２０１５〕の追録

A．単行本

〔該当文献なし〕

B．研究論文

〔該当文献なし〕

C．学会発表

〔該当文献なし〕

D．翻訳

〔該当文献なし〕

E．書評

〔該当文献なし〕

F．海外文献紹介

〔該当文献なし〕

〔お願い〕

リストに収録した文献の記述上の誤りを

見つけられた方，もれている文献を御存知

の方は．筆者まで御連絡願えれば幸いであ

る．

連絡先 〒３５２―８５０１ 埼玉県新座市中野１

―９―６ 跡見学園女子大学文学部

野島一彦

TEL ０４８―４７８―４２５２

FAX ０４８―４７８―３４７５

E―mail nojima@atomi.ac.jp

URL http : //nojimakazuhiko.

jimdo.com
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